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ここが聞きたい！ 一般質問

質問

糸魚川高校、白嶺高校、海洋高校の魅力づくりについ
て、どうか。

▼市長答弁
　少子化の中で、学校の生き残りを意識して、生徒に

とって魅力のある学校づくりを進めるため、主体であ

る各高校が今後どのような学校づくりを進めていくの

か、高校、県教育委員会と協議し、各校の取組に対し

て、更に市が支援できることを検討していきたい。

質問

⑴雇用の維持と創出、ミスマッチ解消のために、糸魚川

市政労使会議（仮）の設置が必要と思うがどうか。
⑵安心安全な生活環境整備について、ドクターヘリの上
越エリア配備、子どもや女性のための防犯カメラの設
置支援、防犯強化のため街灯設置の支援拡充はどう
か。
⑶自然環境の整備と魅力づくりについて、久比岐自転
車道を始めとした地域内の農林道を活かし、サイクリ
ストやランナーが楽しめる日本一のスポーツロードを
目指した整備はどうか。

▼市長答弁
⑴既存の雇用促進協議会を始め、ハローワーク、経団連

など、関係機関とのさらなる連携を強める中で対応し

ていく。

⑵当市と妙高市、上越医師会、糸魚川市医師会が、５月

に県知事あてに上越地域へのドクターヘリ配備につ

いて要望している。防犯カメラについては、プライバ

シーの問題や、設置要件などを精査する中で、検討し

ていく。また、現在、地区が設置する街路灯につい

て、設置費用の一部を補助しており、拡充は考えてい

ない。

⑶グランフォンド糸魚川のダイナミックなコースや久比

岐自転車道を基本として、環境整備に努めていきたい

と考えている。

０歳から１８歳の一貫教育を推進する
糸魚川市による市内県立高校の魅力
づくり側面支援について
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質問

　人口減少、後継者・担い手不足、耕作放棄地の増加、
コミュニティー機能の低下が深刻な状況であり、中山間地
集落の崩壊の危機が迫っていると言っても過言ではな
い。そこで、糸魚川市の中山間地域の集落機能や保全管
理機能、生活環境などの喫緊の課題と対策について伺
う。
　また、従来、農林業生産基盤として管理されていた農
地・山林が、近年、生産資源としての価値の低下や有害
鳥獣などによって管理放棄や耕作放棄が発生するなど、
保全管理機能の低下が著しいが、その課題と対策につ
いて伺う。

▼市長答弁
集会施設、道路などの維持管理や、祭など行事の実

施が難しくなっているため、移住・定住を促進するとと

もに、地域づくりプランの作成につながる取組や集落支

援員、地域おこし協力隊の拡充により、地域の活力につ

なげたいと考えている。

また、近年、中山間地域では、過疎化、高齢化による

担い手不足、有害鳥獣による農作物被害及び耕作放棄

地の増大など、深刻な問題が山積している。このような

状況から、農業において日本型直接支払制度が創設さ

れ、平成26年度から平成31年度に、約18億円の交付金

を地域で有効に活用することで、市としては農村環境の

保全活動を支援していきたいと考えている。林業につい

ては、木材価格が低迷する中、育林放棄地の増加により

荒廃山林が拡大し、これまで中山間地域で支えられて

きた多面的、公益的機能に支障が生じつつあるため、今

後、糸魚川産材使用住宅の建設促進と中国への輸出に

よる木材需要の創出を図りたいと考えている。

渡辺 重雄

中山間地域の喫緊の課題と
対策について
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質問

　糸魚川駅を利用する観光客の見込み数と実際の
観光客数はどうだったか。観光地の整備状況、今後
の計画についてはどうか。
　広域観光連携の具体的な計画をどのように考え
ているか。また、近隣の自治体及び団体との新たな
計画はあるか。

▼市長答弁
　糸魚川駅の利用見込み数は、乗降調査の結果、開

業前の想定を下回っているが、市内の主要施設の入込

客数は伸びており、新幹線開業による効果が出ている

ものと思っている。

　各ジオサイトの説明看板等については当初予定した

整備を完了しており、アクセス道路等については実施

計画等に基づき、計画的に整備を行っていく。交流人

口は、６月末までの入込客数では増加している。

　現在、北アルプス日本海広域観光連携会議や上越

三市観光連携実行委員会等で広域の視点に立った観

光誘客を行っており、新たな対応も模索していく。

質問

　焼山防災について、住民避難の計画はどのようにな
っているのか。また、噴火発生時、登山者の避難対応を
どのようにするのか。また、地震津波防災については、国
と県の津波防災計画の見直し、対応はどのようにされる
のか。

▼市長答弁
　新潟焼山火山防災協議会で避難計画を策定してお

り、10月10日には、避難計画に基づいた訓練を予定し

ている。避難対応については、防災行政無線、緊急速

報メール及びヘリコプターなどによる情報伝達を行う

こととしている。

　地震津波については、現在、県で調査を進めてお

り、その結果を踏まえて速やかにハザードマップの見

直しを行う。

吉川 慶一

北陸新幹線開業が
市内に及ぼす影響について

糸魚川市防災計画の
見直しについて
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質問

　本年７月６日に示された平成28年度から２年間の高
等学校等再編整備計画案において、糸魚川白嶺高校
の現状４学級を３学級にすることが示されたが、現在市
では少子高齢化に歯止めをかけるべく計画案を策定中
であり、同校の学級減は若者の地元定着に対しても著
しい悪影響を及ぼすと考えるがどうか。
　８月19日、県教育委員会に行った要望内容と回答は。
また、第三セクター鉄道移行後の通勤通学に支障はな
いか。

▼市長答弁
　学級数の減による影響は、指摘のとおり生徒や保護

者への負担増のほか、若者の地元定着に対しても影響

があるものと考えている。したがって、県教育委員会に

対し、口頭ではあるが、学級減に対する遺憾の意を伝え

てきた。

　要望については、生徒数が減少していく中で、糸魚川

白嶺高校の魅力ある学校づくりを進めることが重要で

あると考えており、糸魚川市固有の地域資源を活用した

専門知識を学ぶ教育課程の創設への支援、また広域か

らの生徒の入学を視野に入れた魅力ある学校づくりを

進めていただくよう要望したものであり、県教育委員会

からは「中長期高校再編整備計画の中で検討する」旨

の回答を頂いている。

　朝の通勤通学時は、混雑している状況であるため、引

き続き、えちごトキめき鉄道へ車両増設を要望してい

く。

糸魚川白嶺高校の学級減と
人口対策について
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議員


